
































広高は、一九二四年 （大正一三年） に創立され、一九五〇年 （昭和















核地にも大学予科としての高等学校の設置が求められた。 一八九八 （明治三一年） 一二月、第一三回帝国議会貴族院で「高等学校及帝国大学設置に関する建議案」が提出・可決される 、中国地方においても第六高等学校の設置が内々に交渉され、各県は争奪戦を繰り広げた。特に、広島県と岡山県は激しい誘致合戦を行ったが、結果として岡山設置が決まり、広島は一敗地にまみれることとな 。　
第一次世界大戦後、高等普通教育機関としての性格を再定義した新





























会構造の変化に対応して、高等教育をうける階層の中心が、地主・中小企業経営者等から新中間層と呼ばれた会社員 官公吏、教員などの俸給生活者に移っていた。広島高等学校 場合、呉市に海軍鎮守府あったため、軍人の子弟が多いの 特徴であっ 。結果として、広島高等学校生の学資金は、全国平均をやや上回る九一・四三％が家庭のみからで り、四三〇名中、内職として家庭教師をしている者一二名育英会の奨学金を受けている者は七名 過ぎなかった 生徒の生活ぶりは、支出月額が一九三八年 （昭和一三年） で三〇円程度、そのうち、二二円前後が住居費・食費であり、質素ではあるが、 「苦学生」というものではなかった。　
そして、大学への進学状況をみるならば、半数以上が東京帝国大学





















見せていた時期でもあった。一九二六年 （大正一五年） 、文部省からの内訓によって社会主義研究は禁止されたものの、広高でも一九二七年（昭和二年） 、広島社会主義研究会が結成された。しかし、生徒側は無関心な者が圧倒的多数であり、関係者のほとんどは薫風寮から退寮していった。一九二八年の三・一五事件以後、文部省の思 対策が強化され、薫風寮においても思想善導室が設置された。この後も、検挙者が発生するなどの事案があったが、生徒は一時退寮処分となっても復帰して大学に進学するなど、穏健な指導が行 た　
このような体制は、一九三二年三月、十時校長の第五高等学校長へ
の転出とともに失われ、生徒指導をめぐる教授間の対立に起因し 大きな騒動となったのが 「広高事件」 である。 「広高事件」 は、 十時校長・北島教授につら る「正論派」と、学生処分のあり方を問題視していた上浦種一教授等の「暗流派」との対立 か、第二代校長新保寅次が指導力を全く発揮せず、教授間の対立が激化し、 三三 から一九三四年にかけて、いわゆる「正論派」教員の解任・解雇が続出し
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たことに起因する。 「正論派」との呼称が生徒側から名付けられたものであったことに象徴されるように、生徒及び同窓会 は、学園浄化の声明書・決議書が出され、 生徒側は寮生大会を開催して「暗流派」五教官に対する辞職勧告書を一九三四年六月五日に発表し、翌日の生徒大会で目標達成まで授業のオールボイコットを決議し、これを実施した。学校側は、 生徒大会を認めず、 三日間の臨時休校措置 とった。心労により卒倒した新保校長から校長事務を託された下田卯市首席教授は、六月一一日、生徒側の要求を受け入れ 五教員の処分をすすめた。一方 本事件に対しては、内務省警保局学生思想係も関心 示し、六月二三日から七 四日にかけて 共産党中国地方広島県再建委員会と連絡を有しているとして自治学生会 摘発を開始し、四二名もの生徒を逮捕し（他に、卒業生七名（東大四 京大三） ） 、取り調べを行ったのである。　
最終的に、文部省は、六月二六日付で新保校長を休職、石井忠純督
















年度、文科系学生の学徒動員という軍国主義化のなかで、広高における学生生活も兵営化していった。一九四〇年の校友会解散、報国団の結成、寮を修練組織とな 、一九四四年以降は、課外活動もなくなり、勤労動員が本格化した。そして 五 八月六日午前八時一五分の原爆投下により、爆心地から二・七㎞離れた皆実町の校舎は、鉄筋コンクリート造りの講堂等には大き 被害がなかったもの
（５）
、木造校










































































































































































る広高の森の建設は、同窓生と広島と 地域的な結びつきをいつまでも残し、 「郷土の恩顧にいささかなりともむくいたい」として計画された のであり、現在、広島市中央公園の一角に、市民の憩いの場提供している
）（（
（
。記念誌とは、 羽白幸雄 （昭和四年文乙、 一九四四年より、






を委員長とする広島高等学校資料保存委員会が立ち上げられ、関係資料の収集事業が本格化した。広島高等学校資料保存委員会には、同窓生・教員五五名から資料が寄贈され、創立六〇年の大会に合わせて簡易な目録が作成された（広島高等学校資料保存委員会編『旧制広島等学校資料目録』一九八三年一〇月） 収集された資料は、こ 目録とともに、一月九日の記念大会当日に展示された。こ 広高資料保存
委員会が所蔵する旧蔵広島高等学校資料は、後に広島市立中央図書館に寄託され、保存されることとなった。その後 創立六〇年大会で収集された資料二七一点も、広島市中央図書館に併せて寄託された。　
広島市立中央図書館では、広高資料保存委員会の分類をもとに整理












































































（三三八点） を中核とする著書類が挙げられる。 教官の著書については、同窓生が大事に保管してきた書籍も含まれている。また、同窓生が自著を 会に寄贈したものもあり、同窓会の大会を通じて蓄積されていった。 としては、恩師の記憶とと にその著作を残し、併せて同窓生としての自らの事績を残すことを重視 と考えられる。　
学園生活との関連では、教科書・ノートについて 生が所蔵して
いたものが集積され、プリントや、各種行事における配布物などとともに収集されていった。そして、課外活動では、校友会による文芸誌と、スポーツの関連資料が収集の中核であっ 。広高の場合、羽白幸雄が誌名をつけた『移動風景』 （昭和二年 （一九二七年） 創刊）などは、完成度の高い文芸雑誌として著名であった。こ 『移動風景』については、一二号まで発刊されたが、残念ながら三冊しか所蔵がない。しかし、教室、寮、校友会各部等で発刊され 様々な文芸誌・会誌が同窓生より寄贈され、所収されている（教室関係一九点、寮関係二一点、校友会関係五五点） 。
　
運動部については、サッカーインターハイ優勝カップや、全国高等
学校野球大会優勝時のウイニングボール（一九四二年 （昭和一七年） ）など、 友会から同窓会に受け継がれたものが物品類として所収されている。広高蹴 部（サッカー部）は、一九二三年 （大正一一年） に始まった全国高等学校ア式蹴球大 （インターハイ）に 二六 から参加し、学制改革により最後となった一九四八年の大会まで、優勝四回を誇る強豪であった。最後の一九四八年の大会で優勝した広高に、そのまま優勝カップが残った。また、これら 大会は、全校挙げての応援の場でもあった。同窓会には、 応援に使用した 杓子 （宮島杓子・めしとれ 意味で応援に使用した）や 校章旗も残されている。そて、文芸誌・会誌と同じように、部活動および運動会で製作されたメダルや手拭いなどの記念品が同窓生より、寄贈され、優勝カップを囲むように集積された（四三点） 。　
学園生活の中心は、薫風寮であり、寮祭などの場で寮歌が歌われ、









展示に使用された恩師の写真パネル（一〇四点） 、広高出身の丹下健三 （昭和八年理甲、建築家、一九八〇年文化勲章受章） 、近藤芳美 （昭和九年理甲、歌人、一九九六年 文化功労者） 阿川弘之 （昭和 五年文乙、小説家、一九九九年 （平成一一年） 文化勲章受 等三人の写真パネルと関係資料も収集されている （四五点
）（1
（
） 。 これらの資料は、 総会・
大会に際して展示され または、対外的な展示に使用されたものである。また、同窓会自体の資料（団体文書）として、会員名簿、刊行物、会報等に関する資料三五 点も所収している。　
以上、同窓会収集資料は、①同窓生が意識して収集した著作類、②






















































































































































































































































































































































































































































































 八五年と九〇年の 大 においも資料が収集され、寄贈を受けているが、仮目録の段階である。
（
14）
























Documents of the former institution of Hiroshima High School: 
On the characteristics of alumni association materials 
KOIKE Seiichi
Abstract
　　 The former Hiroshima High School was severely damaged by the atomic bomb.  The 
former Hiroshima high school materials were collected by the alumni association after the 
war, as a result of a general meeting.  The materials valued by students mainly focused on 
documenting student life.  The current paper analyzed the process of generating these 
materials.
